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ふ る さ と 探 訪 



１ 

旧
引
田
郵
便
局 

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
郵
便
制
度
が
実
施
さ
れ
た
と
き
、
全

国
に
創
設
さ
れ
た
郵
便
局
の
内
、
引
田
郵
便
局
は
、
吉
川
清
八
郎
宅

（
当
時
の
役
場
事
務
を
執
っ
た
戸
長
宅
）
に
設
け
ら
れ
た
。
明
治
中

頃
、
山
下
徳
太
郎
氏
へ
譲
渡
さ
れ
た
後
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）

に
は
日
下
武
近
氏
が
譲
り
受
け
た
。
そ
し
て
昭
和
七
年
に
日
下
家
の

元
屋
敷
跡
で
あ
っ
た
現
在
地
に
新
築
移
転
さ
れ
、
昭
和
五
十
三
年
ま

で
開
局
し
て
い
た
が
、
特
定
郵
便
局
か
ら
普
通
郵
便
局
へ
移
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
他
の
場
所
に
移
さ
れ
た
。
建
物
正
面
の
「
引
田
郵

便
局
」
の
字
は
引
田
出
身
の
書
家
田
中
白
村
先
生
の
書
で
あ
る
。 

 

２ 

日
下
家 

 

日
下
家
は
庄
屋
の
家
の
た
た
ず
ま
い
を
よ
く
残
し
て
い
る
。
平
面
図
を
見
る
と
、
長
屋
門
と
母
屋
・

蔵
が
あ
り
、
そ
れ
を
囲
む
土
塀
も
あ
る
。
こ
の
付
近
は
、
海
岸
に
近
く
、
戎
神
社
と
御
番
所
（
今
は

佐
野
家
の
新
家
の
一
部
）
も
あ
る
。
井
筒
屋
と
呼
ぶ
佐
野
家
も
近
く
に
あ
っ
て
、
か
つ
て
の
政
治
・

経
済
の
中
心
を
な
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
土
塀
は
、
東
へ
五
～
六
間
位
あ
り
、
戦
前
ま
で
は
そ

旧引田郵便局  



日下家の立派な屋根  

こ
ま
で
が
屋
敷
で
あ
っ
た
。
長
屋
門
に
は
、
使
用
人
の
部
屋

も
あ
る
。
母
屋
の
土
間
に
は
大
き
な
ク
ド
が
あ
っ
た
。「
か
ん

じ
ょ
う
場
」
な
ど
の
部
屋
は
、
新
し
く
造
っ
た
も
の
で
あ
る

が
、
蔵
は
三
室
あ
り
江
戸
期
の
も
の
で
あ
る
。 

    

 

３ 

讃
州
井
筒
屋
敷
（
佐
野
家
） 

高
松
城
下
で
は
多
く
の
小
売
店
が
引
田
の
醤
油
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
田
で
作
ら
れ
る
醤

油
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
井
筒
屋
新
兵
衛
が
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に

御
台
所
御
役
人
に
送
っ
た
次
の
願
い
は
、
当
時
の
引
田
の
醤
油
の
繁
栄
を
裏
付
け
る
資
料
と
い
え
る
。 

 
 

 

「 

私
義
年
来
醤
油
仕
込
み
捌
き
方
売
体
仕
り
罷
り
在
り
候
所
、
追
々
繁
栄
仕
り
候
に
付
き
、
尚

以
っ
て
大
豆
小
麦
な
ど
性
合
宜
し
き
品
相
改
め
買
取
諸
事
に
念
を
入
れ
製
造
し
候
所
、
自
然
と
風



井筒屋敷庭園  

味
宜
し
く
出
来
候
に
付
き
、
諸
向
き
売
り
捌
き
方
も
次
第
に
手
広
に
相
成
り
、
御
町
方
に
て
は
取

り
次
ぎ
所
中
新
町
幸
津
屋
善
作
店
方
殊
の
外
得
意
先
多
く
相
成
り
、
別
け
て
有
難
く
存
じ
賜
り
罷

り
在
り
候
は
、
両
三
年
以
前
よ
り
中
奥
女
中
方
御
自
分
御
遣
い
方
に
は
多
分
幸
津
屋
方
へ
仰
付
ら

れ
御
売
り
上
げ
仕
り
居
り
申
し
候
、
右
に
つ
い
て
は
甚
だ
恐
れ
多
く
存
じ
奉
り
候
へ
共
何
卒
米
屋

九
次
郎
同
様
御
売
り
上
げ
御
用
仰
付
け
下
さ
れ
候
へ
ば
、
重
々
冥
加
至
極
に
在
り
難
き
仕
合
せ
に

存
じ
奉
り
候
、
右
候
へ
ば
尚
又
精
々
仕
込
み
方
も
気
を
付
、
風
味
宜
し
き
様
仕
込
み
方
仕
り
相
納

め
候
様
仕
り
た
く
存
じ
奉
り
候
、
此
の
段
相
済
候
様
宜
し
く
仰
せ
上
げ
ら
れ
下
さ
る
べ
く
候
、
願

い
上
げ
奉
り
候
、
以
上
」 

 

こ
の
願
い
か
ら
、
引
田
村
で
最
初
に
醤
油
生
産
を
始
め
、

高
松
城
下
で
の
小
売
店
も
も
っ
と
も
多
い
米
屋
久
次
郎
の
醤

油
は
既
に
藩
に
買
い
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま

た
井
筒
屋
の
醤
油
も
風
味
が
良
い
と
の
評
判
で
段
々
販
路
を

広
げ
、
お
城
の
お
女
中
が
私
用
に
買
い
上
げ
る
ま
で
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
分
か
る
。 

 

井
筒
屋
は
、
近
代
に
入
る
と
大
阪
に
支
店
を
構
え
て
い
た



山本醤油醸造元  

こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初
め
こ
ろ
の
こ
と
と
し
て
、
筆
者
（
「
引
田
町
史
」
の

著
者
の
一
人
）
が
祖
母
（
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
引
田
村
生
ま
れ
）
か
ら
聞
い
た
話
で
は

「
高
松
の
親
類
で
何
か
お
客
ご
と
が
あ
る
と
き
は
井
筒
屋
の
醤
油
を
持
っ
て
い
け
ば
よ
い
」
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
引
田
村
で
は
近
代
に
入
っ
て
も
、
江
戸
時
代
以
来
の
醤
油

醸
造
が
続
け
ら
れ
、
良
質
の
醤
油
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 
４ 
醤
油
醸
造
業 

 

引
田
村
は
「
古
来
引
田
醤
油
ト
称
シ
其
名
頗
（
す
こ
ぶ
）
ル
高
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
「
香
川
県
史
」

第
三
篇
下 

一
九
一
〇
年
）
よ
う
に
、
香
川
県
内
で
は
知
ら
れ
た
醤
油
の

生
産
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
引
田
村
で
の
醤
油
の
製
造
は
、
実
は
小

豆
島
で
醤
油
醸
造
が
発
展
す
る
時
期
に
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。 

 

す
な
わ
ち
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
の
「
地
方
御
用
留
」
（
日
下
家
文

書
）
に
、
醤
油
屋
米
屋
久
次
郎
が
買
い
付
け
た
原
料
の
小
麦
と
大
豆
を
引

田
浦
へ
水
揚
げ
す
る
旨
の
藩
へ
の
報
告
が
あ
る
。 

 

こ
の
と
き
久
次
郎
は
、
小
麦
と
大
豆
を
城
下
高
松
と
備
前
か
ら
買
い
入



れ
て
い
る
。
小
麦
は
七
○
俵
か
ら
四
○
俵
、
大
豆
は
四
九
四
俵
の
う
ち
三
九
四
俵
が
城
下
で
の
買
い

入
れ
で
あ
る
。 

米
屋
久
太
郎
は
「
醤
油
手
広
に
仕
込
み
候
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、
材
料
は
こ
れ
だ
け
だ
っ
た
の
で

は
な
く
、
お
そ
ら
く
村
内
や
近
村
で
買
い
集
め
た
も
の
だ
け
で
は
足
り
な
か
っ
た
の
で
、
遠
く
備
前

か
ら
ま
で
も
買
い
集
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

 

現
在
（
平
成
七
年
の
町
史
発
行
当
時
）
、
引
田
町
に
は
、
岡
田
・
佐
野
・
長
崎
・
山
本
家
の
四
軒
の

醤
油
屋
が
あ
る
。 

引
田
醤
油
の
始
ま
り
を
示
す
資
料
が
な
い
の
で
定
か
で
は
な
い

が
、
「
引
田
で
一
番
古
い
の
は
神
崎
（
米
屋
）
で
あ
っ
た
」
と
長
崎

家
は
伝
え
聞
い
て
い
る
。
佐
野
家
で
は
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に

既
に
販
売
し
て
い
た
（
「
醤
油
棚
卸
帳
よ
り
」
）
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

伝
承
で
は
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

讃
岐
の
醤
油
は
、
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
、
小
豆
島
の
高
橋
文

左
衛
門
創
業
に
始
ま
る
の
で
、
引
田
で
は
、
小
豆
島
に
次
い
で
か
な

り
早
期
に
醤
油
作
り
に
着
手
し
て
い
る
。 

 

醤
油
作
り
は
、
昭
和
二
十
年
ご
ろ
か
ら
ど
ん
ど
ん
機
械
化
さ
れ
、

岡田家（かめびし醤油）  



さ
ら
に
、
共
同
醸
造
へ
と
お
お
き
く
移
り
変
わ
り
、
創
業
以
来
使
わ
れ
て
い
た
道
具
も
、
今
で
は
ほ

と
ん
ど
処
分
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

５ 

酒
造
業 

 

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
八
月
に
引
田
村
は
酒
造
家
の
調
査
を
し
て
大
庄
屋
に
報
告
し
て
い
る
。（
日

下
家
文
書
『
大
内
郡
引
田
村
酒
籏
并
造
り
高
書
上
帳
ひ
か
え
』
）
。
こ
の
調
査
で
、
七
人
の
酒
造
家
の

名
前
が
あ
が
っ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
酒
造
は
藩
の
許
可
が
必
要
で
酒
造
の
許
可
で
あ
る
酒
造
株
を
持
っ
て
い
な
い
と
酒
は

造
れ
な
か
っ
た
し
、
原
料
の
酒
造
米
の
量
も
決
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
先
の
資
料
に
は
村
内
の

酒
造
家
の
持
っ
て
い
る
株
の
由
来
も
書
か
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
藩
が
酒
造
や
そ
の
製
造
量
に
統
制
を
加
え
た
の
は
、
原
料
の
米
が
年
貢
と
し
て
百

姓
か
ら
取
り
立
て
る
農
産
物
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
酒
造
株
が
売
買
や
貸
借
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
藩
の
統
制
が
あ
っ
て
も
酒
造
が
利
益
を
生
む
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
誰
で
も
勝
手
に
酒
を
造
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か
つ
酒
造
り
は
利
益
が
出
る
か
ら
、
株

が
売
買
や
貸
借
の
対
象
と
な
る
の
で
あ
る
。
引
田
村
で
酒
造
株
の
入
手
の
年
代
が
最
も
古
い
も
の
は
、

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
で
あ
る
。 



６ 

誉
田

ほ

ん

だ

八
幡
宮
（
通
称
八
幡
さ
ん
） 

祭
神 

 

品
陀
和
気
尊
（
ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と
） 

 

気
長
足
姫
尊
（
お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
み
こ
と
） 

皇
后
仲
姫
尊
（
な
か
つ
ひ
め
の
み
こ
と
） 

由
緒 

 

現
存
す
る
古
文
書
で
当
神
社
に
関
係
あ
る
資
料
と
し
て
、
天
正

十
七
年
（
一
五
八
九
）
記
録
の
「
生
駒
分
限
帳
」
が
あ
る
。
引
田

明
神
と
記
載
さ
れ
「
生
駒
一
正
が
こ
れ
を
再
営
し
社
領
三
〇
石
を

寄
進
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
高
松
二
代
藩
主
賴
常
の
と
き
、

藩
命
に
よ
り
『
御
領
分
中
宮
由
来
』
が
当
時
大
内
郡
大
政
所
で
あ
っ
た
水
主
（
み
ず
し
）
村
の
大
山

太
郎
左
衛
門
と
引
田
村
の
日
下
佐
左
衛
門
の
両
名
の
連
署
に
よ
る
調
書
が
差
し
出
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
「
別
当
城
林
寺
、
当
社
八
幡
之
勧
請
之
由
申
伝
、
何
人
之
勧
請
云
事
不
知
之
、
併
引
田

郷
内
為
奉
祝
怱
氏
神
宇
多
天
皇
御
宇
勧
請
之
由
、
祭
礼
八
月
十
五
日
無
退
転
仕
来
仕
候
」
と
あ
る
。 

 

本
格
的
に
誉
田
神
社
に
中
山
家
が
奉
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
中
山
菅
雄
が
黒
羽
よ
り
引
田



の
現
住
所
近
辺
へ
移
住
し
て
き
た
明
治
中
期
ご
ろ
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
主
と
し
て
相
生
六
か
村
の

神
官
と
し
て
奉
仕
し
て
い
た
ら
し
い
。
引
田
八
幡
宮
は
城
林
寺
と
共
存
し
て
管
理
さ
れ
て
い
た
が
、

神
仏
分
離
の
令
に
よ
り
、
城
林
寺
が
廃
寺
と
な
る
と
、
城
林
寺
社
掌
生
駒
は
還
俗
し
て
誉
田
神
社
神

主
と
な
り
、
時
代
の
推
移
と
共
に
他
の
社
家
た
ち
は
、
神
社
を
離
れ
て
い
っ
た
。
菅
雄
の
没
後
、
息

子
の
ご
う
象ぞ

う

が
継
承
し
、
一
時
町
役
場
へ
就
職
し
宮
司
を
辞
任
、
社
人
宇
佐
（
宮
井
社
家
の
代
人
）

と
の
間
に
、
氏
子
を
二
分
す
る
紛
争
が
起
こ
る
事
態
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
無
事
解
決
、
ご
う
象ぞ

う

が
神

社
の
経
営
に
従
事
、
一
方
の
社
家
宮
井
当
主
の
町
長
就
任
を
機
に
中
山
家
が
神
社
経
営
に
専
従
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。 

 

７ 

川
向
の
道
標 

所
在
地 

引
田
町
川
向
誉
田
神
社
境
内 

正
面 

 

右 

城
山
公
え
ん 

裏 
 

 

文
久
二
年 

右
面 
 

左 

こ
ん
ぴ
ら
道 

左
面 

 

黒
羽
字
原
定
の
人
手
三
谷
花
酔
と
い
う
文
久
時
代

に
歌
壇
で
活
躍
し
た
人
の
歌
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 



総
高 

 

復
元
さ
れ
る
と
二
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
約
四
十
セ
ン
チ
角
。 

 
 

 
 

（
注
）
現
在
は
復
元
さ
れ
、
参
道
の
角
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

８ 

引
田
港 

 

東
か
が
わ
市
引
田
の
北
部
、
城
山
の
下
に
あ
る
。
中
世
か
ら
古
記
録
に
出
て
く
る
港
で
あ
る
。 

文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
上
方
に
荷
物
を
運
び
、
兵
庫
北
関
で
税
を
支
払
っ
た
引
田
の
船
は
二
十

一
隻
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
十
二
隻
が
塩
を
積
み
、
他
は
大
麦
・
小
麦
・
マ
メ
・
米
・
赤
米
で
あ
る
。

積
荷
の
う
ち
方
本
と
あ
る
の
は
、(

屋
島
潟
元
産
の)

塩
の
こ
と
で
、
主
な
生
産
地
の
地
名
が
積
荷
の

名
前
に
な
っ
て
い
る
。 

 

近
世
に
入
り
、
「
讃
岐
国
名
勝
図
会
」
巻
之
一
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
当
国
東
第
一
の
大
湊
に
し
て
、
大
商
人
大
船
お
び
た
だ
し
く
漁
船
も
多
し
。
諸
国
の
船
出
入
絶
え

ず
し
て
交
易
、
士
農
工
商
備
は
れ
り
。
海
上
の
絶
景
、
一
眸
百
里
を
観
望
な
す
能
き
湊
な
り
。
」 

 

９ 

引
田
城
跡 

城
山
の
引
田
城
は
城
郭
石
垣
を
め
ぐ
ら
せ
た
城
で
あ
る
。 

 

戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
引
田
城
も
ま
た
近
世
の
胎
動
の
中
に
あ
っ
て
政
治
的
・
社



会
的
に
大
き
く
揺
れ
動
い
た
。
寒
川
期
は
そ
の
支
配
領
域
の
防
衛
の
要
と
し
て
、
三
好
期
・
無
城
主

期
は
讃
岐
支
配
の
橋
頭
堡
と
し
て
、
生
駒
期
は
讃
岐
支
配
の
橋
頭
堡
か
ら
、
讃
岐
防
衛
の
拠
点
と
し

て
、
そ
の
役
割
は
変
化
し
、
し
か
も
よ
り
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
城
山
の
引
田
城

は
終
始
そ
の
機
能
を
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
讃
岐
侵
攻
の
、
ま
た
防
衛
の
必
要
不
可

欠
の
軍
備
で
あ
っ
た
。 

 

生
駒
親
正
が
引
田
城
か
ら
西
方
、
宇
多
津
の
聖
通
寺
城
に
短
期

間
よ
っ
た
の
も
、
更
に
西
方
の
丸
亀
の
亀
山
に
城
を
計
画
し
た
の

も
、
引
田
城
を
含
め
て
全
て
海
辺
の
高
み
に
あ
り
、
海
防
と
讃
岐

の
軍
事
支
配
の
巡
行
、
い
わ
ば
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
社
会
は
な
お
お
さ
ま
ら

ず
、
臨
戦
体
制
に
あ
っ
た
。
最
終
的
に
讃
岐
統
治
の
拠
点
と
し
て

城
下
町
を
発
達
さ
せ
た
香
東
郡
野
原
庄
の
高
松
城
は
海
辺
低
地

に
あ
り
、
ま
っ
た
く
異
な
る
立
地
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

立
地
と
築
造
時
期
の
大
き
な
差
は
引
田
城
、
聖
通
寺
城
と
高
松
城

の
間
の
役
割
の
差
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

形
態
は
変
わ
っ
て
も
、
引
田
城
の
城
造
り
の
原
則
は
変
わ
ら
な

引田の城山と引田港  



か
っ
た
。
讃
岐
東
辺
の
支
配
防
衛
特
に
海
防
を
意
図
し
た
砦
で
あ
っ
た
。
生
駒
期
の
番
城
は
、
そ
の

完
成
し
た
姿
で
あ
っ
た
。 

 

10 

生
駒
家 

（
１
） 

生
駒
親
正 

 

天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
生
駒
親
正
が
讃
岐
に
入
部
し
た
。
生
駒
氏
は
、
も
と
美
濃
国
可
児
郡

土
田
村
の
出
で
、
親
正
の
曽
祖
父
家
広
の
と
き
に
尾
張
国
丹
波
郡
小
折
村
に
移
っ
た
。
元
亀
二
年
（
一

五
七
一
）
ご
ろ
か
ら
姓
を
土
田
か
ら
生
駒
に
改
め
た
よ
う
で
あ
る
。
親
正
は
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
、

木
下
藤
吉
郎
秀
吉
の
勧
め
で
織
田
信
長
の
家
臣
と
な
り
、
の
ち
秀
吉
の
配
下
と
な
っ
た
。
天
正
六
年
、

近
江
国
で
二
○
○
○
石
を
領
し
、
同
十
二
年
、
和
泉
で
の
合
戦
を
賞
さ
れ
て
播
磨
国
神
西
郡
に
二
○

○
○
石
を
賜
っ
た
。
同
十
三
年
、
近
江
国
高
島
郡
に
二
万
三
○
○
○
石
を
得
て
大
名
と
な
り
、
翌
十

四
年
、
伊
勢
国
神
戸
城
に
拠
っ
て
三
万
石
、
同
年
、
播
磨
国
赤
穂
城
六
万
石
の
城
主
と
な
っ
た
。
こ

う
し
て
親
正
は
秀
吉
子
飼
い
の
大
名
と
し
て
出
世
し
て
い
き
、
の
ち
堀
尾
吉
晴
、
中
村
一
氏
と
と
も

に
中
老
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
言
う
が
、
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
。 

（
２
） 

引
田
城 

 

讃
岐
に
入
っ
た
親
正
は
ま
ず
引
田
城
に
入
っ
た
。
大
坂
に
近
く
、
古
く
か
ら
の
重
要
拠
点
で
あ
っ



た
た
め
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
い
か
ん
せ
ん
讃
岐
の
東
端
で
あ
り
、
西
讃
の
支
配
に
不
便
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
仙
石
、
尾
藤
氏
ら
が
拠
っ
た
宇
多
津
の
聖
通
寺
城
に
移
ろ
う
と
し
た
が
、
城
域
が
狭
く

適
さ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
那
珂
郡
津
森
庄
亀
山
に
新
た
に
築
城
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
は

大
内
郡
に
一
日
の
う
ち
に
至
る
こ
と
が
出
来
ず
、
依
っ
て
山
田
郡
上
田
井
村
の
由
良
山
に
拠
ら
ん
と

し
た
が
、
こ
こ
は
水
に
乏
し
く
、
最
後
に
香
東
郡
野
原
の
地
が
、
西
讃
の
豊
田
郡
に
も
一
日
以
内
の

行
程
と
い
う
こ
と
で
、
城
地
と
決
ま
っ
た
。
天
正
十
六
年
、
築
城
に
着
手
、
城
名
は
源
平
合
戦
以
来

よ
く
知
ら
れ
た
高
松
の
名
を
と
り
、
以
前
の
高
松
の
地
は
古
高
松
と
し
た
。 
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５月２２日（日）引田からの復路 

◆JR 高徳線     

（引田駅）       （高松駅）               

      12:09 発    →   13：25 着    

  

 

次次回回ののふふるるささとと探探訪訪はは……   

テ － マ  坂出の町並みを歩く（予定） 

 と  き  平成２８年６月２６日（日） 

       ９：３０～１２：００頃 

集合場所  JR 坂出駅 

（行事用の駐車場はありません） 

講   師  坂出市 職員 

☆公共交通機関を御利用ください。 

☆広報「たかまつ」６月１５日号に開催案内を掲載します 

  ので、御覧ください。 

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、 

文化財課（TEL839-2660「午前７時３０分～開始時間まで」）で 

  お知らせします。（電話が通じない場合は、「実施」です。）  

--------------------------------------------------------- 

★次回の交通案内★ 

◆JR 南風リレー号 琴平行  

（高松駅） 8:57    →   （坂出駅）9:24   

 



 

          

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

 

 

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 

※参加中は、次のことに充分留意し、

意義のある探訪としましょう。 

 


